アクガニスタンが空爆されておりますが、日本人にはあまり馴染みのない

アフガニスタンのカブールに印パ戦争のあおりを受けて一ヶ月ほど滞在した

経験がありますので、昔を思い出しながら、アフガハニスタンについて少し書いてみます。

私がアフガニスタンを通過したのは１９７１年の１１月ころと思います。

１９７０年の６月、当時大学二年生だった私は横浜港からソ連のナホトカ港

に向けて旅立ちました。その後ヨーロッパを皿洗いとヒッチハイクで旅をし、

スイスのチューリッヒでの仕事を終えて、1971年の９月ころ、そろそろ日本

に帰るべき時が来たと感じて帰路につきました。当時航空券は非常に高く、

また陸路での帰国を考えていた私は、スイス、イタリヤ、ギリシャ（イタリヤ～

ギリシャ間はフェリー）と渡り、トルコのイスタンブールからはアジアハイウェイ

をバスで旅行しました。中東をヒッチハイクすると言う経験はヒッチハイカー（男）

が強姦されたと言うような話もあり、パスしました。同じ様な経路で日本に帰る

日本人がおりましたので、アテネから総勢６名で旅をしました。トルコ、イランを

経由してイランのメシェッドからアフガニスタンのヘラートに向かいました。

イランからアフガニスタンに入ると、がらりと様子が変わります。まずアフガニスタン

の方が非常に貧しいことが歴然としております。また宗教心はアフガニスタンの方が

強いようで、お祈りの時間になるとバスを止めてメッカの方に向ってお祈りをする

のですが、アフガニスタンの方が厳格にお祈りの回数を守っているようで、イラン

よりバスの停車回数が多かったようです。イラン国境を越えたころは夕暮れ時だった

のですが、そのうち夜になりますとだんだん高地になることもあり本当に星空が天井

一面に近づいた感じで手を出せば星が掴めそうに思えるほどでした。その内バスの中で

妙なにおいがし始めました。バスの乗客のアフガン人がハシシュ(大麻樹脂)の回しのみを

始めたのです。現在はどうかしれませんが、当時マリファナ、ハシシュが非合法化されていないのはアフガニスタンくらいで、他の国では厳しく取り締まられておりました。

煌々とした星空に照らされた夜道を、ハシシュの煙の中でバスに揺られておりますと、

何かえたいのしれない国に来たようで、なんとも言えない不思議な気持ちでした。

アフガニスタンをアジアハイウェイはヘラート、カンダハール、カブールと（へ）の

字方(への字を逆さまにした形)に走っており、有名はバーミアンの遺跡はヘラートと

カブールの中間地帯にあります。アフガニスタンの国土は埃にまみれた岩山の国の

ような印象があります。到着したヘラートで私は２日間大変な下痢におそわれ、何も

口にすることが出来なってしまいました。原因は現地の生水をがんがん飲んで

いたからです。でもこの下痢以降は生水に対する抗体が出来たのか、何を飲んでも

下痢しなくなりました。ふらふらしながらヘラートを出発し、カンダハールでは

普通に食事が出来るようになりました。カブールを経てアフガニスタンとパキスタンの国境を越えると有名なカイバー峠で、うねうねした坂道をおりてペシャワールにつき、その後イスラマバードを経てパキスタンの国境の町ラホールにつきました。ラホールにはお昼ころ着いたので、そのまま国境を越えようとしたのですが、一行の中に腹痛を起こしたものがいたので、ラホールに一泊することにしました。これが運命の一日になるとは

夢にも思わなかったのですが、翌朝インドとパキスタンが第三次印パ戦争を開始し、国境が封鎖されてしまいました。1971年１２月３日です。お金を沢山もっていればパキスタンのカラチあたりからテヘランまで飛行機で出て、あとはどうにでもなるのですが、そんな余裕がありませんので、しかたなく全員国境が開くのを待つことにしました。待つならば滞在費の安い所でなければならず、しかたなくカブールに舞い戻りました。カブールでどんな風に過ごしたのか、アフガニスタン人とはどんな人たちであったかについては、ホームページのコラムに掲載しようと思います。

